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てお総とした.等速性膝イ事演カ (0.60， 90. 120. 180， 240t 
300 d略的c)の湯j定と問時に大鑓箆筋‘外側広務，内側広
務からiEMGの溺定を行った.外側広務の筋生検から筋議
維組成竜筋線維機断欝織を算出し‘また MR1を用い大腿
磁頚筋の起給部‘停止部掲の織額縁をlOmm関嬬で接影し，
その筋断頭穣を混s定した.遼勧誘発性のT2の変化につい
ては宅等遠性綴イ申濃運動(角速度120deg/secで10箆XIO
セット〉穫後にMR装援に移動し、大務部の?ケ所の横鍛
童話について検討した.また，この鱗伸展議動により大総路
額筋のどの部分がどの程度活性化されたのかについての
務部法としては‘ Adamsら(1993)の方法を採慰したa すt.
わち，安静時のす2儀+1SDを越えた部分が逮動により活性
化された怒分であると考え，大腿臨鱗筋の筋滋鐙穫に占め
る相対的な都合 (%muscleCSA)として表した.
{結祭および考察}等速性幾伸緩カは 300degゐecを徐く
他の全ての角速度において脊意にま接加した.また. iEMG 
では澱定に用いた全ての角速度でトレーニング後iこ有意
に増加した，しかしながら，大鎚由競務の筋厳蕗穣および
いずれの筋線経タイプにおける筋線維機厳蕗獲に有意な
変化は認められなかった.さらに，膝伸議運動を思いた運
動誘発性のT2のコントラスト変化では‘ トレーニング後
の%muscleCSAが7ケ所中4ケ所において，また?ケ所の
全体としても脊慈に増加した.以上の結巣より宅 2遊掲の
筋力トレーニングにより生じた筋力矯加の大部分は神経
性因子によるものであることが示竣された.また，本研究
で湾いたプロトコールにより静穏される運動誘発性の1'2
のコントラスト変化の結果から、 トレ}ニング後iこ
は協musc1eCSAが増加し，これはトレーニング前にはi毒性
イとされていなかった筋線維が新たに活性化された可能性
を示峻している.
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